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習課長、宮崎人権同和教育政策幹、浅野文化振興課長、滝沢スポーツ推進課長、柳沢

真田地域教育事務所長、清住武石地域教育事務所長、村山第一学校給食センター所長、

神林中央公民館長、大滝川西公民館長、山﨑上田図書館館長 
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１ あいさつ 

 

２〈協議事項〉 

 

（１） 上田市教育委員会組織規則及び上田市立小・中学校管理規則の一部改正について 

（教育総務課） 

○ 資料１により倉島教育総務課長説明（要旨） 

  市の職員の名称、位置付けを変えたいということである。市全体で改正したのでそれに準

じて教育委員会の職名を変えていく。係長以上の給料の見直しが行われ、級別の標準職務分

類表等が改正された。施行日は平成２８年４月１日からである。 

 

○ 全委員 了承 

 

（２） 教育行政評価及び目標管理について（教育総務課） 

○ 資料２・資料２－２により倉島教育総務課長説明（要旨） 

  資料２は教育委員会独自の様式であり、それを転記したものが資料２－２ということで、

これは上田市全体でどういった成果があったのかを取りまとめている。昨年秋に中間報告と

いうことでご協議いただいているが、今回は最終版になる。２７年度の重点事業について、

それぞれの事業の今回の評価、それから今後どうしていくのかを中心に説明させていただき

たい。 

 

○１－①により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  幼保小中の連携によるスムーズな接続で、自己評価と今後の課題等を中心に説明したい。

自己評価はＢである。なかでも、小中連携事業で数学の中学の先生が小学校に行って算数を

教える事業について市内５校の中学校に教員を配置し事業を行ってきた。評価のなかでは、

小学校でアンケートをとった結果、３分の２の子どもたちが「算数が好きである」、「授業を

続けたい」という希望が８０.２％であった。事業としては効果があったと考えている。また、

保育園と小学校の連携事業については、４つの保育園で予定どおり保育士との交流が行われ

た。先ほどの数学については、今回、五中で公開授業が行われ、市内の小中学校の算数、数

学の先生たちが集まり授業の持ち方、進め方についても研究していただいた。今後であるが、

今、５地区でやってきたがこの事業を続けていきたいということと、予算を伴うが教員のＯ

Ｂの確保をしながら事業の学校数を増やしていきたい。 

 

○１－②により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  不登校や特別な支援が必要な児童・生徒への支援について自己評価はＢである。不登校に

ついては、市内の学校に心の教室相談員、特別支援教育支援員、スクールカウンセラーとい

った人材を配置し改善を図ってきた。予定どおりということでＢとした。資料には不登校の

率が上がったということが書いてあるが、これについてはまだはっきりわからない部分があ

るが、全国的な傾向であるといわれている。こういった部分を減らしていきたいということ

と、支援を続けていきたいということである。また発達障がいについては、教職員の研修、

タブレットや学習環境を整えるというようなことを今後も実施していきたい。 

 

○１－③により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  ＩＣＴを活用した効果的な授業の推進について評価はＡである。特別支援の学級にもタブ
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レット端末を小学校２校、中学校２校に配置した。結果として、学習環境が整ったというこ

と、学習意欲が高まり集中力が増してきた。テストで０点だったのが１００点をとったとい

う実績を上げている。文字認識ができない子どもにとってタブレットを使うことにより文章

が読めるようになった、集中力が増した、家に帰ってからも自主的に自分でするようになっ

たという成果があった。今後であるが、このような結果を受け来年度、予算要求では３年計

画ですべての小中学校のタブレット端末について整備をしていきたい。 

 

○１－④により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  地域に信頼され、地域に開かれた学校づくりについて自己評価はＢである。特に、コミュ

ニティスクールなどの要件を満たす学校数は１８校と昨年度より数が増えた。２９年度末ま

でに１００％を目指していきたい。学習支援ボランティアについてもすべての学校で受け入

れている。今後、特にコーディネーターという役割の人を充実させていき、人材確保、研修

等含めて取り組んでいきたい。 

 

○１－⑤により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  放課後児童対策の充実について評価はＢである。すべての時間帯において複数の支援員を

配置でき体制が整った。これからトットの家の２８年度の建替えに向け、年度内に施設建設

実施設計を完了する。 

 

○ 質疑 

城下委員 

  １－①、１－②のところの評価で数値的な検証をしていただいたので、効果がわかりやす

い。数字をまとめるのは大変だったと思うが効果が見てとれるのでありがたい。１－①の事

業に関して、今後の課題等というところで５年経過し、成果としても中学の先生と授業を続

けたいと８割の子どもたちが言っている。とても成果を上げている事業であるので今後も、

予算と人の配置はご苦労かと思うが市内全域に広げてもらえるように頑張ってほしい。今後

の対応方針として、高校・大学との連携事業の構築とあり、新しい支援プランに小・中・高・

大までの連携というところが盛り込まれているのを意識してここに組み込まれていると思う

が、小中連携の事業が今度、この小・中・高・大との連携のほうへスライドしてしまわない

ようにお願いしたい。小中連携は大事な事業である。いつの間にか高・大の連携にすりかわ

ってしまわないようにお願いしたい。 

  １－②の事業で特別支援学級にタブレットを配置することに関しては、１－③の事業と両

方にまたがっている。１－②に関してはタブレットのところでは達成状況については記載さ

れていないが、よかったのか。 

 

小井戸学校教育課長 

  目的としては②のほうではこういった機器の活用によって障がいの子どもを支援していく

といった目的で使っている。③のほうは、どちらかというとＩＣＴを使っていく見方が少し

違う。ＩＣＴに特化した事業で組んでいる。重複しているが目的がそれぞれ違うものである。 

 

城下委員 

  １－③で自己評価がＡになっている。細かいことをいうようだが、当初の目標としてはタ

ブレット端末を２小学校、２中学校に試験的に導入することが目標である。そうすると掲げ

た目標どおりに小学校２、中学校２に入れられた現実がある。こういう目標の立て方をする
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と目標どおりの成果があったのでＢではないかと最初感じたが、達成状況をみるとただ入れ

ただけでなく、環境基盤の構築ができいろいろなノウハウも蓄積できたということで目標を

上回る成果があったＡの評価が付いていると思う。今後、目標と評価の整合性をとるという

か、目標に数字だけの達成目標ではなく、入れたことによってその先の効果がどうだったの

か、どうしたいのかというところまで目標に掲げられたほうがいいのではないか。数字だけ

の目標を掲げても結局はその数字どおりの現実があるとすれば目標どおりになってしまう。

目標の掲げ方と評価のバランスにはなる。 

 

北沢委員 

  １－②のところで、ここに大変多くの金額をかけていただいているが不登校が小学校でも

中学校でも若干増えたと書いてある。これはマイナスだとは感じていない。むしろ上田市は

どの学校にも心の教室相談員、支援員を配置していただきありがたい。手厚く予算をかけて

くださっていると感じている。その結果としてこの数字で収まったのではないか。大変あり

がたいので継続してもらいたい。信州型コミュニティスクールに関するコーディネーターの

発掘と育成に関しては、なかなか難しい点があるということは承知している。このようなこ

とをやったらこうなったといういくつかの例を増やしていただければ大変ありがたい。最後

に、タブレットについて非常に的確な評価、分析ができている。学習意欲が高まって集中力

が増したのは事実である。だからといってそれが成果かというと、どう成果になるのか、今

までの例からいくと非常に慎重に考えていかなければいけない。大型テレビは入れたが、パ

ソコン室はつくったが、結局ソフトの部分で扱いにくく、なかなか活用されていかない例を

たくさん見てきた。その二の舞にならないようにお願いしたい。 

 

城下委員 

  １－④で具体的な取組のところで、学校を支援するボランティアを小学校へ派遣とあり、

５，０００円の事業費とあるが、中身は何か。 

 

小井戸学校教育課長 

  ボランティア保険の掛け金を半分補助したものである。 

 

城下委員 

  行政評価懇話会の場ではこういった事業費の内訳というのは提示されているのか。 

 

小井戸学校教育課長 

  この資料とまったく同じものを使っているので内訳という明細は特に出していない。 

 

城下委員 

  金額の内訳の質問もあるのか。 

 

小井戸学校教育課長 

  項目によってはあるが、内訳はない。質問されれば答える程度である。 

 

山崎委員 

  重ねてのお願いになるが、１－①の幼保小中連携で、これは今までずっと取り組んできて

かなりの成果が出ていると思う。今までどおり手厚い支援をお願いしたい。城下委員もおっ
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しゃっていたが、目標が少しずれてきてしまうような危惧もある。今までやってきたことは

きちんと続けて同じレベルで継続していってほしいと思う。 

 

○２－①により倉島教育総務課長説明（要旨） 

  小中学校施設の耐震化事業の計画的な推進について自己評価はＢである。数多くの学校の

耐震化を進めた。東塩田小、川西小については竣工した。本原小については、今年度、来年

度の事業であり、やや遅れ気味である。二中の外構工事も本年６月に竣工する予定である。

三中については、校舎からアスベストが出てこの関係で若干遅れているが２８年度中には工

事を終了させたい。四中の屋内運動場改築工事は大きな事業であり一部事業費を２８年度に

繰り越した。体育館の天井の工事については８校予定していたがそのうちの２校は実施がで

きなかった。工事の日程が学校の要望する時期と合わなかったことがあり、来年度の夏休み

を中心にあらためて行う予定で調整している。その結果、校舎屋体については耐震化率９８.

６％となり、残っているのが四中の屋内体育館、技術科棟の２つ、三中が屋内体育館という

ことで３棟残っている。非構造部材耐震化率については、東小と城下小の２校が残っている。

今後の課題として、耐震化は終わっても古い校舎はたくさんあり改築、改修を計画的に進め

ていく。 

 

○２－②により倉島教育総務課長説明（要旨） 

  小中学校施設・設備の計画的な改修と日常的な営繕の充実について自己評価はＢである。

小学校の保健室にシャワー設備を全部付けるということで進めてきた。２７年度は５校を予

定していたが全部完了した。残りの５校は来年度実施するとすべての小学校の保健室にシャ

ワーが付く。今後の展開として、築４０年、５０年以上経過している建物が増えているとい

うことから計画的かつ早急に施設整備を行う必要がある。公共施設マネジメント基本方針と

の整合をはかりながら今後も切れ目なく進めていく。 

 

○３－①により浅野文化振興課長説明（要旨） 

  「上田市文化芸術振興に関する基本構想」の策定と、文化芸術振興条例制定についての検

討の自己評価はＢである。策定委員会を設け、総括したうえであらたな構想ができ３月１１

日に答申をいただいたところである。今後の課題として基本構想をもとに総合的な施策を展

開していく必要があるということと、市として文化芸術振興条例の是非についての検討が必

要である。 

 

○３－②により浅野文化振興課長説明（要旨） 

  市民や文化団体との連携・協働による文化事業の推進と人材育成の充実について自己評価

はＢである。上田城跡能、シリーズ文化講演会、芸術家学校派遣事業を実施、子ども文化講

座等、また新たに始めた放課後テラス支援事業ということで土日、あるいは放課後に子ども

たちが街かどで発表する機会を設けている。今後の課題として市民が主体的に広く文化芸術

活動に関わることを計画していきたい。また青少年が一流の芸術にふれる必要がある。対応

方針として、市民協働による文化創造事業の推進を進めること。その環境づくりに努める。

サントミューゼが行っているアウトリーチ活動と連携し今後も子どもたちが小学校、中学校

在籍時にそれぞれ１回以上は学校において芸術鑑賞・体験ができるように努める。 

 

○３－③より浅野文化振興課長説明（要旨） 

  史跡等整備推進と文化財の保護と活用について自己評価はＡである。２７年度、通常業務
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のほかに、説明板新設２１基、修繕１４基、アプリ「ＶＲ上田城」の作成と真田氏関連の事

業を行った。新規事業としては「文化財ｄｅ文化祭」の開催、埋蔵文化財分布図のデジタル

化と市ＨＰでの公開という事業を新たに行った。その結果、非常に反響があり全体的に評価

としてＡを付けた。目標の達成状況は、ＶＲ上田城は既に現在の時点で５，０００弱のダウ

ンロードがされている。文化財ｄｅ文化祭は２回開催し約４５０人の参加がありコンサート

を楽しみながら文化財の学習ができたという効果があった。さらに、埋蔵文化財分布図のデ

ジタル化と市ＨＰでの公開を行い、事業者にとって利便性が向上した。今後の課題として大

河ドラマ放送をきっかけに多くの文化財を有する上田市としてその歴史と文化遺産を広く伝

えるとともに、その価値を共有化し活用し続けるための施策が必要である。将来的に日本遺

産の認定を目指し上田市歴史文化基本構想を平成２８～３０年度で策定する。 

 

○３－④より浅野文化振興課長説明（要旨） 

  郷土の文化・歴史、偉人の業績等を知る機会の創出で自己評価はＡである。新たな取り組

みとして武石のともしび博物館での企画展、博物館別館において真田氏関連特別企画展を開

催した。また、公民館、図書館等で真田氏関連の講座を開催した。真田氏の演劇鑑賞事業は、

市内小学校において６回６校で開催した。さらに、真田氏と上田城の歴史をまとめた冊子『史

料に見る真田氏の歴史・上田城歴史年表』を作成し、市内全中学校の生徒、及び教員、観光

ボランティアガイド等に配布した。また山本鼎記念館を博物館別館として改修し、リニュー

アルした。同時に映像を作成、ジオラマや資料のレプリカを製作した。結果、博物館および

上田城櫓の入館者数が４０～５０％増加した。今後も継続して学習機会や理解と愛着を深め

る機会を持ちたい。対応として、真田氏演劇鑑賞事業を今年度も引き続き実施し、ふるさと

上田人物伝を２８年度作成していきたい。 

 

○質疑 

寺島委員 

  ３－④について現在も真田丸人気で観光客が相当来ている。気になるのは、大河ドラマが

終わってからである。課題にもあるがどうつなげていくかが大きな課題である。 

 

城下委員 

  いろいろ事業を盛り込んでいただきご苦労だったと思う。成果があったということで引き

続きよろしくお願いしたい。真田丸関係だけでなく、文化財ｄｅ文化祭について、信大の講

堂での公演を見させていただいたがとてもよかった。新しいことをどんどん盛り込んでいた

だくのは受ける側は勉強になり、上田市自体も盛り上がっていくと思う。 

  ３－②についていろいろ事業をやっていただいたが、全部参加者の人数をあげているが何

か理由があるのか。 

 

浅野文化振興課長 

  城跡能は、サントミューゼで２回目だった。１回目はこけら落としということでそのとき

は、大変な人数が集まった。通常の率に戻ったという状況である。シリーズ文化講演会は呼

ぶ人によってかなりの差はある。天候にも左右される。芸術家学校派遣事業については、学

校が全学年呼んで体験する、あるいは学級だけという場合もある。そのようなことで人数に

はかなり差が出てしまう。 

 

北沢委員 
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  ３－③で、文化財ｄｅ文化祭という事業の名称は、たいへんよい。市民向けにどういう企

画があるのかということを、短いフレーズで興味関心が湧くよう に示している。 こうい

う小さなことを大事に考えていただければありがたい。３－④のところに、例えば、真田氏

関連特別企画展、そのあとにやはり文化財ｄｅ文化祭というような興味関心が湧くような一

言を入れていただくと人が集まってくるのではないか。 

 

○４－①により瀬間生涯学習課長説明（要旨） 

  「上田市生涯学習基本構想」の策定について自己評価はＢである。６回の策定委員会を開

催してきた。３月１８日に教育長に対し生涯学習基本構想の答申を行う予定である。今後の

課題は、期間が１０年間であるため社会情勢等の変化に対応できているか見直しが必要な場

合が出てくる。各課等における現状と課題の検証を行い必要に応じて見直しを進めていく。 

 

○４－②により瀬間生涯学習課長説明（要旨） 

  社会教育施設の計画的な整備について評価はＡである。特に西部公民館については、建設

用地を取得し、今年度中に契約をして購入する予定である。神川地区公民館については政策

企画課、保育課との調整を進めてきた。神川地区拠点施設整備事業として、蒼久保地籍にあ

る城南製作所工場跡地を取得・利用し、保育園及び公民館を合築した施設を、平成３０年度

の供用開始を目途に建設する。そのための経費等を平成２８年度予算に計上した。上田図書

館については他の公共施設整備との調整が必要であることから関係部局との調整・検討を進

めた。今後については、計画的な整備を進めていく。神川地区公民館については、用地を取

得するとともに地域住民などと整備計画について協議を進め、建物及び外構の設計を行う。

図書館については、図書館としてのあり方、役割分担、施設の配置も含めた基本構想を策定

していきたい。 

 

 ○４－③により宮崎人権同和教育政策幹説明（要旨） 

   人権同和教育推進事業について評価はＢである。研修会等を実施した結果、延べ３６，２

００人と多くの皆さまに参加していただいた。また、参加者数のみ捉われることなく、より

人権同和教育を推進するために各種団体、地域の人権同和リーダーと人材育成を目的とした

担当者の研修会にも取り組んだ。今後の課題として研修会の場に一人でも多くの方に出てい

ただき、市民一人ひとりが傍観者ではなく推進者となるように人権意識を高めていく必要が

ある。現在実施している事業等についてより効果的な方法になるよう工夫しながら継続して

取り組んでいきたいと考えている。 

 

 ○１－④により瀬間生涯学習課長補足説明（要旨） 

   地域に信頼され、地域に開かれた学校づくりのなかでボランティアやコーディネーターを

育成するためにボランティア養成講座の受講やコーディネーターの実践状況などを視察する

など研修を行った。今後の課題等としてはコーディネーターが役割としていないという課題

があるなかで育成するための研修機会の確保をしていきたい。対応としてコーディネーター

は、学校関係者が担っていただく場合があるが、地域の方に担っていただくようなことを進

めるなど人材育成の発掘を進めていきたい。特に今年度、コーディネーター養成講座で県の

研修に上田市教育委員会としても独自の講座も合体させ２回ほど増やして参画を要請してき

た。特に学校評議員だとかＰＴＡ関係者、公民館職員も参加され、今年度コーディネーター

で地域が担っているケースが昨年よりも増えている。 
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○質疑 

北沢委員 

   コーディネーターの発掘と育成ということは、できるだけ地域の方にコーディネーターを

お願いしていくという方向を大事に考えていただきたい。学校内で担当を置く学校はあるが、

どうしても転勤が絡む。３年か４年で変わっていってしまうのは学校の宿命である。ぜひ、

よろしくお願いしたい。 

 

 城下委員 

   学校評議員や公民館関係の方だったり、ＰＴＡ関係の方がコーディネーター養成講座に行

っていただいたということだが延べ人数はわかるか。 

 

 瀬間生涯学習課長 

   毎回だいたい、１０名から１５名ぐらいということで、先ほど申し上げた方が参画されこ

ちらで用意したバスで一緒に塩尻市にある生涯学習センターへ行っていただく。あとは、市

のほうで各学校の事例をみていただいたり独自の奉仕による研修をしたりする形で、県の研

修だけに限らず上田市としても少し加えた形で予定した。全体では回数は１６回プラス２回

ぐらい、各回の人数は１０人から１５人ぐらいである。 

 

 城下委員 

   やみくもに回数を重ねて、人数を増やしてということではなく展望としては絞っていくと

いう流れになるのか。 

 

 瀬間生涯学習課長 

   その方の意識の問題もある。毎回出たり出なかったりという方もいる。また来年度もコー

ディネーター養成講座の参画を要請していく。そのなかで自分の経験なり意識なり学校との

関わりを含めて総合的に検討していきたい。 

 

 北沢委員 

   人権同和教育のところで具体的な取り組みの企業人権教育の推進とあるが、ほかの３つは、

同和という文字が入っているがここだけ抜けているのは何か理由があるのか。 

 

 宮崎人権同和教育政策幹 

   企業人権のほうは、始めは同和教育というのが入っていたが企業人権組織の名前として企

業人権教育連絡会という形になっていたので抜いてある。同和教育も含めて人権教育が大事

であると企業のほうにも伝え、新人教育やスキルアップの研修会等含めている。 

 

 寺島委員 

   これはこれでいいと思う。企業の場合には、一般の同和と違ってパワハラやセクハラなど

人権が絡む問題がある。同和問題だけでなくほかにもあるがより企業にそういう問題が色濃

くある。あえて人権という形で広く取って問題ないと思う。 

 

 北沢委員 

   これは今後の考え方であるが、内容的にもできるだけ言葉をそろえたい。 

 



8 

 山崎委員 

   ４－②の社会教育施設の計画的な整備で、何件か新しい公民館が整備されていき、新しい

公民館に変わって地域の人たちがとても使いやすくなったと思うが、地域の実情や地域の課

題はそのときによって変わっていく。でき上がったから終わりではなく地域の実情や課題に

沿ったソフトの面で対応ができるような施設にしてもらいたい。 

 

 ○５－①により滝沢スポーツ推進課長説明（要旨） 

   スポーツ施設整備の推進について自己評価はＢである。スポーツ施設整備基本構想の策定

を目標としてきた。基本構想策定にあたり、上田市公共施設マネジメント基本方針との整合

を図る必要性から、関係部局との協議を行った。今、こちらで考えている基本構想は、現状

維持、それから方針というものをメインに考えている。公共施設マネジメント基本方針とい

うのはやはり公共施設については統廃合を進めていく。建築物については延べ床面積を少な

くするという方針になっている。そのようなことから作成したもので少なからず修正が必要

になってきている。外因的なものもあり工事が進められなかった。 

 

 ○５－②により滝沢スポーツ推進課長説明（要旨） 

   市民のスポーツへの関心や参加意欲の促進及び生涯スポーツ社会実現のための施策につい

て自己評価はＢである。２７年度は新規に「太郎山登山競走」の開催があった。全国から３

７７人の参加がありこのうち３分の２は県内からの参加者であった。そのほかに夢の教室で

は１校増やすことができた。今後の対応方針としては、健康づくりチャレンジポイント制度

が始まっているがそのような活動をさらに続けながら参加者拡大につなげていきたい。 

 

 ○５－③により滝沢スポーツ推進課長説明（要旨） 

   総合型地域スポーツクラブの活動支援について評価はＢである。具体的な取組で連絡会議

の開催を３回行った。現在４つのスポーツクラブがあるがその勉強会をはかりできるだけ加

入者の促進や、連携イベントなどを進めていくために連絡協議会的なものもつくってはどう

かと進めている。 

 

 ○質疑 

 城下委員 

   古戦場マラソンについてはここには載ってこないのか。 

 

 滝沢スポーツ推進課長 

   ５－②の具体的な取組の中のスポーツイベントの開催（２５事業）のなかの一つに入って

いる。 

 

 城下委員 

   太郎山登山競走は団体と協働しながらということだが、そういったものも先ほどの文化財

ｄｅ文化祭ではないが地域の太郎山という山を使っての競争ということで、県外からの参加

者も多かったようだが上田の地域を知るにはとてもいいことであり、それとスポーツが一緒

になっているということでとてもいい事業だと思う。今後もこういったものを見つけてもら

い、増やしていただければと思う。ここの自己評価はＡでもいいのではないか。 

 

 滝沢スポーツ推進課長 
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   ほかでも登山競走をしているところがある。信州で最初の開催ではなかったのでＢをつけ

た。 

 

○ 全委員 了承 

 

（３） 浦里小学校及び川西小学校学校運営協議会委員の任命について（学校教育課） 

○ 資料３により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  上田市学校運営協議会規則第６条第２項の規定により、浦里小学校学校運営協議会の８名

と川西小学校学校運営協議会の８名の委員を任命したい。任期は平成２８年４月１日から平

成２９年３月３１日の１年間である。 

 

○ 全委員 了承 

 

（４）上田市立小・中学校学校評議員設置要綱の一部改正について（学校教育課） 

○ 資料４により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

   学校運営について地域住民や有識者等から幅広く意見を聴き、家庭と地域とが連携協力し、

開かれた特色ある学校づくりを推進するため、学校評議員の組織の改正を行う。施行期日は、

平成２８年４月１日からである。 

  ・現行第３条 学校評議員は、６人以内をもって組織する。 

  ・改正案第３条 学校評議員は、おおむね６人以内をもって組織する。ただし、教育委員会

がやむを得ない事情があると認めたときはこの限りではない。 

 

○ 質疑 

 寺島委員 

   おおむねはなくてもいいのではないか。おおむね８人という場合もある。その場合、ただ

し書きの範囲に入るのか入らないのか。極論をいえば、ただし書きがあれば１０名でもかま

わないということだが、これが適用されるかどうか微妙な判断になるのではないか。 

 

 小井戸学校教育課長 

   ほかの市の規則等をみて似たような表現をもってきたというのが正直なところである。特

段意味はないが、おおむねをつけてさらにただし書きを付けた書き方が一般であり、ほかの

ものに合わせた。 

 

 寺島委員 

   例えば、８名のときにはただし書きが適用されるのか。あるいはただし書きの教育委員会

が認める認めないというのではなく、おおむねというなかで認められるということか。実際、

８人が出てくる可能性はある。そのときに８人はいいが、これはおおむねがあるからである

のか教育委員会で認めて８名としていくのか、そのときによって解釈が分かれる。誰が判断

するのかも不明確である。 

 

 小井戸学校教育課長 

   ８人以内にすると書いてしまったほうがいいか。 

 

 寺島委員 
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   実態があってそれで収まればということである。ただし書きがあるから１０名でも１２名

でも教育委員会が認めればいいわけである。 

 

 小井戸学校教育課長 

   ８人にはしたくない事情があり、できれば６人におさえたい。予算の都合もありあまり拡

大はしたくない。 

 

 寺島委員 

   ６人で今までどおりでいいような気がする。ただし書きが付いていればだが。８名の事情

は分かった。 

 

 小井戸学校教育課長 

   おおむねを取るような形にしたい。やむを得ない場合は認めるということでよいか。 

 

 城下委員 

   おおむねよりも、やむを得ない事情があると認めたときはこの限りではないの、やむを得

ないはいらない気がする。やむを得ない事情というのは後ろ向きなマイナスなイメージがあ

る。教育委員会が認めたときはこの限りではないのほうがよい。 

 

 北沢委員 

   この文章でよい。おおむねがないと１０人でもいいわけである。意図とすれば６人前後で

収めたい、どんなに多くても９人ぐらいという意味があっておおむねと書いていると思う。

もし、おおむねがなかったら１０人でもよい。事情を認めればいいわけである。おおむねと

いう言葉があるということは６人にできるだけ近づけたいという意味がある。 

 

 寺島委員 

   だから６人以内をもって組織する、でいいのではないか。それでただし書きがあればよい。 

 

 浪方参事 

   学校評議員制度ができてから１０人という数字は今までどこからも出たことがない。 

 

 寺島委員 

   意味はわかるが、解釈を誰がするかというときに、おおむねのほうでやったという解釈と、

まじめに学校によって６人を超えて７人、８人になるので教育委員会に認めてほしいという

話しがきたときに認めるか、あるいはおおむねとあるからいちいち教育委員会に申請する必

要ないということでやっていくのか。だれが決めるのかこの言葉だと不明確である。運用上

は問題ないと思う。 

 

 小林教育長 

   毎年出してもらって、教育委員会が認めている形だと思う。教育委員会が任命ということ

になるので教育委員会という言葉がここに入ってくればよい。 

 

 寺島委員 

   ただし書きが入っていればおおむねはなくてもよい。 
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 山崎委員 

   ただし書きで８人になっても大丈夫であると担保していると思う。基本は６人でおさえた

いが、コーディネーターが入って７人になるか８人になるかということまで見越しての文章

だと思う。 

 

 小林教育長 

   学校評議員は６人以内をもって組織するというところは変えないで、ただし書きの情報だ

けつける。ただし、やむを得ないというのは後ろ向きなので、「ただし教育委員会が認めた場

合はこの限りではない」というただし書きをつけるということに収めてよいか。では、「おお

むね」を取り、ただし以下のなかで「やむを得ない事情があると」までは取るということで

よいか。 

 

 小井戸学校教育課長 

   はい。 

 

 城下委員 

   再任の期限を設けるということに関してはどうなのか。再任は妨げないでずっと何年もと

いうのはよしとするのか。 

 

 小林教育長 

   例えば、高等学校の場合などは同窓会長が入っている場合がある。そうすると、その方の

任期があるうちはだいたい入ってきてしまうということで、基本は何年ということは考えて

も、絶対再任は不可といわれると困るところもある。それは考え方なので再任期限を設けて

もいいとは思うが、学校教育課のほうではどうなのか。 

 

 小井戸学校教育課長 

   確かに長い方はいる。その人たちの意見が強くなってしまうという意見も聞いている。学

校現場にいくと、実際探してみるとなかなか地元に限られた人材しかいなくてということも

聞いていてよくわかる。それを規定して何回とか何年とか決めることによって人材がいなく

て学校が困ってしまうという状況もある。できるだけ、女性の登用と新しい人の入れ替えと

いうこともお願いはしている。 

 

 小林教育長 

   ただ、同じ方がずっとやっているとやはり評議員の意味が薄れる。今のご意見も参考にし

ていただければと思う。 

 

○ 全委員 了承 

 

（５）上田市放課後児童健全育成事業運営費補助金交付要綱の制定について（学校教育課） 

○ 資料５により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  平成２７年４月１日施行の「上田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例」に則って、放課後児童健全育成事業を行っている民間事業者に対し、運営費

の補助を行うものである。平成２８年度の補助対象者として見込んでいる民間事業者は、南
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小学校区にある、みのり保育園（運営主体：社会福祉法人極楽寺愛育会）である。収支は赤

字であり、赤字分を補助し、事業を継続してもらい待機児童を出さないことにより働く保護

者の子育て支援を図ることが制定理由である。財源の内訳は補助額の３分の１ずつを国・県・

市で負担する。施行期日は平成２８年４月１日からである。 

 

○ 質疑 

山崎委員 

  別表第２の一番下に、障害児を受け入れるためにとあり、障害児の人数によって補助金が

決まっているようだが、障害児は非常にアバウトな表現である。これはこういう決まりであ

るのか。 

 

小井戸学校教育課長 

  特に障害の診断は必要ない。 

 

山崎委員 

  金額が１人によってかなり違う。これは誰が障害児と決めるのか。 

 

小井戸学校教育課長 

  受け入れ側の判断である。４人と５人の違いで金額が倍違うが、今年度、国の基準で追加

された項目で、昨年度まで５７万という基準しかなかった。今回新たに入ってきておそらく

国のほうでもその辺については加配しようということで聞いている。 

 

山崎委員 

  受け入れる側で、受け入れるとなったときに障害があればカウントされるということでよ

いか。 

 

小井戸学校教育課長 

  はい。 

 

○ 全委員 了承 

 

（６）第２期上田市教育支援プランについて（学校教育課） 

○ 資料６により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  第４回総合教育会議で決定された第２期上田市教育支援プランについて、一部修正をした

い。基本施策２支援策４のところで、外国語という表現を使っているところがある。上田市

にとっては外国語は英語であるので、わかりやすく英語にしたほうがいいのではないかとい

う意見があった。もうひとつは、基本施策６支援策１４で環境教育の充実、防災防犯教育の

ところでわかりやすくするため、災害や事故、犯罪から身を守ることができるようにすると

ともに、互いに助け合う意識の向上を図るという表現に変えたい。２つとも教育委員会内部

の意見として出てきたものである。総合教育会議は済んでいるが文言の訂正ということでさ

らに最終修正をしていきたいのでご審議願いたい。 

 

○ 質疑 

小林教育長 
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  教育委員会としてここで決定するということであるがよろしいか。 

 

全委員 

  はい。 

 

○ 全委員 了承 

 

（７）小学校一般図書の採択について（学校教育課） 

○ 資料７により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

   特別支援学級においては、適切な教科書がないなど特別な場合、教科書以外の図書（一般

図書）を教科書として使用する。平成２８年度使用教科書について、塩田西小学校に４月か

ら入学する児童１人及び塩田西小学校に在籍する新４年生の児童１人について、一般図書選

定の報告があった。文部科学省のほうから指定されたリストがありそういった中から選定し

た。採択の承認をお願いしたい。 

 

○ 全委員 了承 

 

（８）第二次上田市文化芸術振興に関する基本構想（案）について（文化振興課） 

○ 資料８－１・資料８－２により浅野文化振興課長説明（要旨） 

   基本構想については１５人の策定委員会の方たちにこれまで６回審議していただき９月１

日の諮問から３月１１日の答申までやっていただいた。その答申の内容を提案するものであ

る。第二次上田市文化芸術振興に関する基本構想の構成ということで、総合計画の個別計画

に位置付けられている。文化遺産の継承と活用、育成を基本理念とした文化芸術活動への支

援と文化創造の２つが柱になり、さらに５つの基本的な施策テーマが掲げられている。その

なかに、新たな「文化芸術振興に関する基本構想」を策定しますとある。これに基づき今回、

総合計画に位置付けられたものによってこの基本構想を作った。 

 

○ 質疑 

 寺島委員 

   Ⅲの２のところで育成を基本理念とした文化芸術活動への支援と文化創造で、基本施策１

の①青少年の文化芸術活動の充実はいいが、その下の文化少年団の活動の子どもアトリエ、

学校教育において、子どもたちが文化芸術にふれる機会の創出、地域の伝統行事で子どもた

ちが伝統行事や伝統芸能への参加促進とあり、全部子どもたちとなってしまっている。表題

が青少年で少年ならいいと思うが青はもう少し上の年齢を指している。青少年の充実のなか

に青年部分のところに支援がない。高校生から大学生までが青年というと思うが、このとこ

ろに対する支援が見当たらない。青少年という表題はあるが青年に対するものはなく、子ど

もたちだけになっている。 

 

 浅野文化振興課長 

   特にこの１０年間で一番力に入れているのは子どもたちであるが、本文のほうでは一応、

青少年の青の部分は含めて書いてある。 

 

 北沢委員 

   文化芸術振興の目標というところで、文化を育み交流と連携で風格漂う魅力あるまちづく
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りとあるが違和感がある。なぜかというと、文化を育みとあるが、最初にこのフレーズがき

ていいものなのか。このなかでいえば、交流と連携で文化を育みならわかるが、文化を育み

は最初にはこないと思う。もっというと、交流という言葉も出てこない。裏のページで一番

出てきた言葉は協働である。連携は３つぐらい出てきたが交流と連携ではないと思う。協働

と連携ならわかる。 

 

 浅野文化振興課長 

   総合計画でつくられたテーマで、我々が手を付けられなかった部分である。実は、この目

標だと違和感があるという話しが策定委員会でも多数出された。しかし、もう決まってしま

ったという段階で大変申し訳ないがこれは変えられない。 

 

 北沢委員 

   常識的に考えれば、協働連携で文化の薫るまちづくりとか、協働連携で文化の薫る風格漂

うとか、風格あるまちづくりというフレーズが常識的である。 

 

 浅野文化振興課長 

   総合計画では文化芸術だけがテーマではない。その下に都市交流とか移住・定住促進とか

そういったものも含めてのテーマである。いろんな要素が入っているということである。 

 

○ 全委員 了承 

 

３〈報告事項〉 

 

（１）学校教育関係寄附の状況（学校教育課） 

○ 資料９により小井戸学校教育課長説明（要旨） 

  ３名の県外の方からふるさと寄附金をいただいた。これで２７年度累計は６６件で金額は、

１，９９８，２３８円である。 

 

○ 全委員 了承 

 

（２）生涯学習シンポジウム事業結果報告について（生涯学習課） 

○ 資料１０により瀬間生涯学習課長説明（要旨） 

  平成２８年２月７日（日）に上田駅前ビルパレオ２階会議室で生涯学習シンポジウム「私

たちの生き方を『看取り』から考える」が開催された。参加者は男性１４人、女性３９人の

計５３人であった。 

   

○ 全委員 了承 

 

（３）うえだ人権フェスティバルの報告について（生涯学習課） 

 ○ 資料１１により宮崎人権同和教育政策幹説明（要旨） 

   平成２８年２月２０日（土）から２１日（日）に真田中央公民館でうえだ人権フェスティ

バルが開催された。内容として、人権啓発資料の展示、人権作品最優秀賞受賞者の表彰及び

優秀作品等の展示、人権講演会などが行われた。２日間の来場者は合計３８６人であった。 
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○ 全委員 了承 

 

（４）文化振興関係寄附の状況（文化振興課） 

 ○ 資料１２により浅野文化振興課長説明（要旨） 

   ２名の県外の方からと１名の県内在住の方からふるさと寄附金をいただいた。これで２７

年度累計は１３０件で金額は、２，２９８，９７１円である。 

 

○ 全委員 了承 

 

（５）第１５回子ども文化祭開催結果報告（文化振興課） 

○ 資料１３により浅野文化振興課長説明（要旨） 

   平成２８年２月１３日（土）、１４日（日）にサントミューゼ大ホールで第１５回うえだ子

ども文化祭が行われた。来場者は出演者含む約１，０００人で舞台発表と展示発表を行った。 

 

○ 全委員 了承 

 

（６）スポーツ関係市長表敬訪問者報告（スポーツ推進課） 

○ 資料１４により滝沢スポーツ推進課長説明（要旨） 

  平成２８年２月２４日（水）に、千葉県で開催されるクラブチーム全国大会に出場するう

えだミックスポーツクラブの方たちが市長表敬訪問をされた。開催日は３月２７日（日）か

ら３月２８日（月）までで、記念品としてスポーツゼリーを差し上げた。 

 

○ 全委員 了承 

 

（７）行事共催等申請状況について（教育総務課、学校教育課、生涯学習課、 

文化振興課、スポーツ推進課） 

  

○ 全委員 了承 

 

４〈その他〉 

 

○  全委員 了承 

 

閉会 

 


